
























江戸時代説双方の見解を公開で、ぶつけ合う場としました。翌年2月 16日読売新聞， 2 
月 18日朝日新聞にも取り上げられるなど，大きな反響がありました。掲載が遅くな
りましたが，金印に関する異論どうしを直接交わし合った初めてのできごととして，
重要な記録になると思います。
本号は， 日中韓によるアジア古代学の実践編ともいえる構成で，当研究所らしい幅
広い内容となりました。幅広い内容とはいえ，相互に関連し合うものとしてそれぞれ
に関わり、寄り添う総合古代学と理解しています。私たちメンバーは，教育の面でも
大学院で分野を横断する活動を 2004年から蓄積しています。複眼的視角に基づく研
究と教育の連携と相互作用が，私たちとこれからの研究を担う人びとを，行き過ぎた
専門細分化から離脱させ，総合人文学の実践者へと誘うものと考えています。
